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「三田学会雑誌」88卷 3 号 （1995年 10月）
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鈴 木 光 男 著

『新 ゲ ー ム 理論』

勁草書房，1994年 4 月，xi +  458頁

ゲーム理論と聞くとファミコン.ゲームの必勝 

法やゲーム•ソフトの設計の理論と思う人がいる 

かもしれない。 しかし本稿に登場する「ゲーム理 

論」は，現代の経済分析になくてはならない道具 

の一つである。実際， 1994年にはノーベル経済学 

賞がゲーム理論の進展に寄与した 3 人の研究者 

(ナッシュ，ゼルテン，ハルサーニ）に授与され 

た。その年はまた，「ゲーム理論」の名を世に広 

めることとなったフォン • ノイマンとモルゲンシ 

ュテルンの共 著 『ゲームの理論と経済行動』が出 

版されて50年目にもあたる。 ここに評する鈴木光 

男氏の本はこの記念すべき年の4 月に出版された。 

著者は日本におけるゲーム理論研究の第一人者で 

あり，時宜を得た出版といえる。

本 書 は 「非協力ゲームの理論と協力ゲームの理 

論の双方の基本的な部分について（p.ii)」述べた 

ものである。こう書くと無味乾燥な入門書を思い 

浮かべがちだが，本書はむしろ著者のゲーム理論 

に対する思いが込められた，哲学的ともいえる本 

である。 450ページを超すこの大著は，約 3 分の 

1 が非協力ゲームの理論に，約 2 分 の 1 が協カゲ 

一 ムの理論に，そして残りがゲ一ム理論の役割と 

歴史の説明にあてられる。以下，その内容を順を 

追ってみていく。

ゲームとはそもそも，「複数の意思決定主体の 

存在によって生ずる社会状況の表現（p.379)」で 

ある。つまり相手がいて，その相手の行動が自分 

の利得に影響を与えるとき， どのような行動を各 

主体 が と る か （これをゲームの均衡または解とい

う） をゲーム理論は研究する。 そこでまず第 1 章 

から第 6 章までの第 I 部 「非協力ゲームの理論」 

では，「プレイヤーの間には，各プレイヤーがと 

るべき戦略について，強制力のある取り決めは存 

在 し な い （p_12)」 という前提の下でゲームが考 

察される。

第 1 章と第 2 章は戦略形ゲームの理論である。 

戦略形ゲームとは，社会状況を，①プレイヤーの 

集まり，②各プレイヤーのとり得る戦略，および 

③プレイヤーがそれぞれある戦略を選んだときに 

各プレイヤーの得る利得を指定する利得関数，の 

3 つを用いて表現したものである。 この章の目的 

は支配戦略均衡とナッシュ均衡の定義であり，囚 

人のジレンマ，共有地の悲劇， クールノーの複占 

モデルといったよく知られた例が引き合いに出さ 

れる。 これらの例はいろいろな概念の理解を助け 

るとともにゲーム理論で用いられる方法論の説明 

にも使われ，効果的である。 また囚人のジレンマ 

の説明のあとに，

智に働けば角が立つ 

情に棹させば流される 

意地を通せば窮屈だ 

兎 角 に 人 の 世 は 住 み に く い 漱 石  

と短文が揷入されるのも気が利いている。本書に 

は旧約聖書からアインシュタイン， シェイクスピ 

アから西脇順三郎まで古今東西の文章の弓 I用が80 

編以上収められており，数式に疲れた読者の頭を 

;令やしてくれる。

残りの第 3 章から第 6 章までは展開形による非 

協力ゲームの分析で，部分ゲーム完全均衡点（第 

4 章 ) ，繰 り 返 し ゲ ー ム （第 5 章)，情報の価値 

(第 6 章） といったトピックスが扱われる。展開 

形ゲームとはゲームの手順をきちんと示し，それ 

ぞれの手番でプレイヤーたちが何を知っているの 

か （そして何を知らないのか） を明確に表現した 

ものと考えればよい。 ここでもシュ夕ッケルベル 

クの複占モデルなどお馴染みの例が解説されるが， 

繰り返しゲームでのコンピュータを用いたシミュ 

レ ー シヨンの結果は，本書にユニークなものであ
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もっとも，はしがきで著者自身が述べているよ 

うに，本書では展開形ゲームや繰り返しゲームの 

最近の発展については詳しく触れていない。 した 

がって， ここ10年ほどのゲーム理論の経済学への 

応用がまさにこれらの理論の発展を前提にして語 

られるべきことを考えると，経済学の立場からは 

第 I 部に物足りなさを感じてしまう。 またこれと 

関連して，産業組織論，労働経済学，戦略的貿易 

政策，金融政策の理論などに応用されている最近 

のゲーム理論からの例が本書に見当たらないのも 

少し寂しい。 この不足を補う書物の出版が著者に 

より予定されているとのことなので期待したい。

つぎの第 I I部 「協力ゲームの理論」では，「す 

ベてのプレイヤーの間に，そのとるべき戦略につ 

いての合意が成り立ち，それに基^)''いて戦略を選 

択 し 行 動 す る （P.12)」 という前提の下でゲーム 

が考察される。 ここは第 7 章から第16章までから 

なっている。 まず第 7 章では交渉問題を，すなわ 

ちプレイヤーが相互に十分な話し合いを行い，そ 

の結果にしたがって行動するとしたときどのよう 

な解が実現するかを考える。 ここでは均等解，功 

利主義的解，ナッシュ解，力ライ/スモロデンス 

キー解の 4 つの解が紹介され，あとの二つの解に 

ついてはその公理化の理論が詳述される。そして 

つぎの第 8 章から第14章では提携形ゲーム（従来， 

特性関数形ゲームと呼ばれていたもの）の解概念 

が解説される。提携とはプレイヤーの何人かの集 

まりを意味する単語であり， それぞれの提携が全 

体でどれだけの利得を得られるかを求めて，それ 

で社会状況を記述したものが提携形ゲームである。 

ここにはシャ一プレイ値（第 9 章）， コ ア （第10 

章 ) ，仁 （第11章）， r 値 （第12章），フォン•ノイ 

マン / モルゲンシュテルン解（第13章），交渉集 

合 （第14章） と多数の解概念が登場するが，その 

それぞれが安定的な行動基準を意味するのである。 

第 I 部と同様数多くの例が紹介されており，たと 

えば9 . 3節の投票力指数を扱った例は最近の選挙 

結果にあてはめてみるとおもしろいかもしれない。

このように一つのゲ ー ム に 対していくつもの解 

概念を考えることが可能であるということは，ゲ 

ーム理論がいろいろな行動基準，社会秩序に対応 

できることを意味する。そして社会組織，習慣が 

異なれば人々の行動基準はおのずと違ってくるも 

のなので， このこと自体はゲ ー ム 理論の適用範囲 

の広さを示すものである。 しかしそれら多数の解 

の説明を近視眼的にたどるだけでは， ゲ ー ム 理論 

に慣れない読者は「木を見て森を見ず」 というこ 

とになりかねない。

さいわい第15章には提携形ゲームの応用として 

費用分担問題がとり扱われている。 これは鈴木氏 

らが神奈川県の水資源共同開発における費用配分 

方式を提案したときの事例なので，道に迷った読 

者はこの数値例や類似の数値例を自分で計算して 

みて理論の理解度を確かめるといいだろう。 また 

この水資源共同開発に関する例は，ゲーム理論が 

現実の問題に具体的な回答を与え得ることを十二 

分に示してくれる。

さらに第 16章 で は タ ル ム ー ド （ユダヤ教の教 

典） をゲーム理論の言葉で解釈する試みが述べら 

れる。 ここで考えるのは負債を残して死んだ人の 

遺産を債権者のあいだでどう分配するかという問 

題である。 タルムードに書かれている分配方法は 

長いこと意味不明とみなされていたそうであるが， 

およそ10年ほど前，「仁」の解概念を用いて意味 

付けされたという。 この例などは，ゲーム理論の 

時代を超えた有効性を示すものである。

また提携形ゲームに関する最新の研究成果が数 

多く紹介されていることも第 I I部の特色である。

たとえばナッシュの交渉解やシャープレイ値のい 

ろいろな公理系についての議論（第 7 章，第 8 

章 ) ， r 値 の 性 質 （第12章)，費用分担問題におけ 

る逐次分担法（第15章）の部分は研究者にとって 

も有益であろう。

ただ本書で扱われている提携形ゲ一ムでは，利 

得がプレイヤ一間で自由に譲渡でき，かつプレイ 

ヤーA がプレイヤーB に利得を譲渡した場合， A  

の失った利得の大きさはB の得た利得の大きさに
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等しいと考えられている。 このような場合を別払 

い （s id e p a y m e n t )のあるゲームと呼ぶが，経済 

学では別払いのないゲームを考えることも多いの 

である。たとえば，利得を効用と考えればそれが 

プレイヤ一間で譲渡不可能なことは明らかであろ 

う。そのため，エッジワースの極限定理で「コア 

が競争均衡に収束する」 というときのコアも，別 

払いのないゲームで考えられたものである。 した 

がって別払いのない提携形ゲームの分析が経済学 

では重要となってくるが， これについては本書は 

何も語っていない。興味ある読者は，たとえば鈴 

木光男，武 藤 溢 夫 著 『協力ゲームの理論』 （東京 

大学出版会， 1 9 8 5 )をみるとよい。

本書の最後をなす第 III部 は 「ゲーム理論の役割 

と歴史」について述べてあり，第 17章と第18章か 

らなる。そのうち第18章はゲーム理論の成立史で， 

18世紀にまでさかのぼるゲームの理論分析の歴史， 

フォン . ノイマンとモルゲンシュテルンの略伝，

そして1944年 の 『ゲームの理論と経済行動』の出 

版に至るまでの経緯などが述べられる。その本の 

清書の一部に日本人の角谷静夫氏の協力があった 

ことなどのエピソードを含むこの章だけを読んで 

も新たな発見があるにちがいない。

また付録として7 ページにわたる r卒業論文等 

リスト」がついており，鈴木研究室の活動の一端 

をうかがい知ることができる。 この中には現在世 

界的に活躍している研究者が何人も含まれており，

鈴木氏の教育に果たされた貢献の大きさが分かる。 

そしてこのリストはこれから卒業論文，修士論文 

を書こうと思っている学生にとって，主題の選び 

方等で参考になる点が多いであろう。巻末の17ぺ 

一ジにおよぶ参考文献リストも役に立つ。

以上， 内容をざっとみてきたが，本書は言葉に 

よる説明がていねいで，高度な数学も使われてい 

ないため，根気さえあれば読み通すことは困難で 

ない。 また数値例が豊富（全体で 70個以上）なの 

で，それを一つ一つたどることにより読者の理解 

は格段に深まるはずである。ただしナッシュ均衡 

の存在定理やナッシュの交渉解， シャープレイ値 

の存在と一意性定理などいくつかの主要定理の証 

明は省略されているので，証明が気になる読者 

(評者もその一人である）は，たとえば同じ著者 

に よ る 『ゲーム理論入門』 （共立全書， 1981) を 

参考にする必要がある。

名言の引用や第 III部の記述の他にも「G a m eの 

意味」，「クジによる意思決定」，「社会的ゲーム 

( G e s e l l s c h a f t s s p ie l ) J ,「ホモ • ル一デンス」 とい 

った囲み記事がいくつもあり， それが本書に「ゲ 

ーム小百科」 としての性質も与えている。本書に 

より，読者はゲーム理論の考え方をより広い視点 

から学ぶことができるのはまちがいない。

須 田 伸 一

(経済学部助教授）
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